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外国語活動における授業弓くり騎展望


































































































































































① すごく好き 4ー.4%(14人) ② まあまあ好き 59.8%(58人) ③ あまり好きではない17.5%(17人) ④ 好きではない8.2%(8人)
2.これまで英語活動の中でやったことで,好きな活動は何ですか?(当てはまるもの全て)
① 歌 34.0%(33人) ② リズムに合わせて英語を繰り返し言う活動 35.1%(34人)③ 英語の本を読んでもらうこと 10.3%(10人)
学校 ④ 発表活動(スピー チなど)9.3%(9人) ⑤ ゲーム(ビンゴなど)95.9%(93人) ⑥ 劇 17.5%(l7人)
英董EPlコ演動に ⑦ 友達と英語で会話する活動(習った会話を使って友達と会話する活動) 29.9%(29人)
⑧ 友達に聞き表などを埋める活動(質問をして表を埋めたりする活動) 17.5%(17人) ⑨ その他 (英語の先生 )
関し 3.英語活動の中で,英語を話すことに自信はありますか?
て ① ある 6.2%(6人)② まあまあある 20.6%(20人)③ あまりない 43.3%(42人)④ ほとんどない 28.9%(28人)無回答1.0%(1人)
4.英語活動の中で,英語を聞くことに自信はありますか?
① ある 8.2%(8人)② まあまあある 25.8C/O(25人)③ あまりない 43.3%(42人)④ ほとんどない 19.6%(19人)無回答3.1%(3人)
5.小学校での英語活動の感想を自由に審いてください○
中 意欲期待 1.あなたは.中学校の英語が楽しみですか?
学校 ① 楽しみ18.6%(18人)② まあまあ楽しみ49.5%(48人)③ あまり楽しみではない 27.8%(27人)④ 楽しみではない1.0%=0人)
外国童≡E 2.特にどんなことを勉強したいですか?(当てはまるもの全てに丸を付けてください)
謁に ① 英語を話すこと 49.5%(48人) (参英語を聞くこと 44.3%(43人)
関し ③ 英語を書くこと 64.9%(63人) ④ 英語を読むこと 43.3%(42人)⑤その他 0%
て 3.中学校の英語について,不安に思うことがあれば自由に書いてください○
児コとニ旦 機会 3.学校以外で英語を話したり問いたりする機会はありますか(習い事など) ① ある 32.0%(31人) ② ない 66.0%(64人) 無回答2.1%(2人)
異文化 4.外国の人々や文化に興味がありますか





















































































主な担当者項目 学級担任の教師 学級担任の教師とALT(1校)外国語活動の実践経験あり(2校) 実践経験なし(1校)
主な教材 英語ノー ト 英語ノー ト 英語ノー ト又は市販教材
授業づくりの基準 ･指導書 ･指導書 弓旨尊書
･実践の経験(過去の指導案) ･各学級担任の教師との相談 ･ALT
一実践経験者の助言 ･各学級担任の教師との相談







担当者としての不安 英語の発音 語嚢力 英語の発音,基礎的な語重力 英語の発音































































































目標 主な活動 目標 主な活動 指導上の留意点 (※毎時) 児童が扱 う主な英語表現(※毎時)
世界には 1)あいさつ 1 色々な衣服の言い方を知り,積極的に使おうとするo 1.あいさつ ･あいさつが定型とならないよう意識する○※1 ･Ⅰ'm fine/sleepy/hungry※1
2)自分たちの衣服や色につい 2.ウオームアップ ･チャンツで質問者と回答者に分かれる等実用に ･Doyoulike～?/DoyouhaVe～?
て話すo ｢Doyoulikeapples?｣ 近づけるo※2 Yes,Ⅰdo./No,Ⅰdon't.
様々な衣服 3)英語ノー トの絵について話 3.チャンツ ･自然に体を動かす様子を認めていくo※3 ･cap/pants/T-shirt/skirt/socks/shoes/
があること し,CDのリスニングをするo ｢DoyouhaVeacap?｣4.児童自身の好きな色に染めたワクシー トを使い,友だちの服を聞き合う ･チャンツで触れなかった衣服や色を,児童自身 shorts
を知り,その言い方を理解する○ 4)着たい衣服の会話を聞き,絵の人に着せたい服のカー ドを作る05チャンツ｢DoyouhaVeacap?｣ の着ている服等から挙げられるようにするo ･green/red/blue/yellow/orange/white/blackpink/prpl/brown
自分の意見 1)あいさつ 2 持っている 1.あいさつ ･※1, ※2, ※3会話の説明は,児童に実際にしてもらいながら ･※1
をはっきり 2)チャンツ 2.ウオームアップ ･DoyouhaVe～?Yes,Ⅰdo_/No,Ⅰdon't_
と言うこと ｢DoyouhaVeacap?｣3)前時に作成 したカー ドを並 ｢DoyouhaVeacap?｣ ･cap/pants/T-shirt/ dblu/ ll / /hit/
の大切さに気づくとと 日｣､｣ ｣べ,ペアで紹介し合 う 衣服を尋ね 3.児童自身の好きな色に染めたワ greenre eye OWOrangeW eblack/pink/purpl/brown
もに 好きな 4)英語ノー トの絵について話 合 う活動を クシー トを使い,友だちの服を聞 行うo
I衣服を買う場面で使われる表現を知 o し,CDのリスニングをする05)CDの台詞を聞き取 りペア言い合 う06服の絵カー ドを作るo 通して,交流を楽しむ○ き合う
好みをはつ 1)あいさつ 3 相手の持つ 1.あいさつ ･※1, ※2, ※3会話の説明は,日本語で要点を書いた紙を黒板 ･※1
きり言った 2)チャンツ 2.ウオームアップ ･Doyouhave～?Yes,Ido./No,Idon't.
り,相手が気 ｢DoyouhaVeacap?｣ 衣服を聞き ｢DoyouhaVeacap?｣ ･cap/pants/T-shirt/skirt/socks/shoes/
持ちよく買 3)英語ノー トの絵を見て,場面 取り,自分の 3.作成したカー ドの服を交換する4交換 て集めた服のコ-デイネト shorts
い物ができ にあった会話について話 し 服を伝える green/red/blue/yellow/orange/white/
るような声 あう○ 活動を通し に掲示し,児童が活動中迷った際,見られるよ black/pink/purple/brown
がけをしたりして,買い物を楽 むo 4)店員と客役に分かれ,欲しい衣服を集めるo て,交流を楽しむo うにするo
聞き手に買ったものがきちんと伝わるように発表するo 1)あいさつ 4 コ-デイネ 1.あいさつ ･※1, ※2, ※3CDの音声を発表例として生かすo ･※1
2)チャンツ 2.ウオームアップ ･Ihave～./Ilike～














































とい う発言があった｡ ｢もっと難しいのがいい !｣
という発言もあり,クラスに問うたところ,全体
が意見に賛成していたため,衣服の部分を他の衣
服に変えた,発展的なチャンツを行った｡ 最初こ
そリズムに合わせづらい様子もあったが,数回行
うと,どの衣服を選んでも言えるまでになった｡
こうした難易度の要望に答えることも,児童の意
欲を高めることにつながると考えられる｡
3 考察
アンケート調査 実践の参観,自身による実践
を踏まえ,外国語活動における現状を次のように
考察する｡
実際に小学校現場の外国語活動を参観し,授業
を行った学級担任の教師に話を聞く中で,教師一
人ひとりの中には様々な思いがあることがわかっ
た｡取り組み方に違いはあれ,終わった時に,｢で
きなかった｣という想いよりも ｢できてよかった
な｣,｢またやりたいな｣と思える外国語活動を教
師は努力していた｡また,他教科とは違う子ども
の姿や子どもが楽しんで外国語に触れているかに
ついてもしっかりと見とっていた｡これは学級担
任の教師ならではの点である｡学級担任の特性は,
児童をよく理解していることであり,だからこそ
効果的な学習活動を行うことができると,大城 ｡
直山(2008)も述べている｡コミュニケーション能
力の素地という,総合的な能力を養うためには,
学級担任の教師の存在が不可欠だと言える｡
だからこそ,乱Tや講師に恵まれた環境でなく
ても,それを生かすことで有意義な外国語活動に
することができるのではないだろうか｡例えば,
教師のみによる授業とティーム｡ティーチングの
授業,それぞれの時間における教師の立ち位置に
着目する｡田中｡平山(1994)の対話者の条件と対
話の分類を利用すると,前者は児童に教えるとい
う立場の ｢教師…児童型｣,後者は児童と同じ目標
に向かい,モデルとなれる ｢師匠一弟子型｣にな
る｡これらの立ち位置の違いは児童の授業に対す
る意識を切り替えさせ,感触の新鮮さや元々の意
欲を保つことに繋がると考える｡
一方で,外国語活動の指導内容としては,改善
の余地があるように感じた｡本実践では,アンケ
ート結果において児童の中で楽しい活動としての
認識が薄かった発表活動を,英語ノート同様取り
入れた｡結果としては,子どもはしっかりと英語
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での発表をやり遂げている｡学級担任の教師も,
児童が英語を使って発表するだけですごいことだ
と言っており,子どもにはそれだけの力があるこ
とは確かである｡しかしこうした英語ノートや英
語ノート指導資料をただ追うことには問題が多い
ことに留意しておかなければならない｡なぜなら,
英語ノー トは教科書ではない からである｡高橋
(2010)は英語ノートに対し,外国語活動の拠りど
ころとなることを示した上で, 言語材料の多さ,
時間配当の窮屈さを指摘し,指導資料を参考にし
ながらも,担任教師の目で判断すべきであると述
べている｡外国語活動をどのように仕組むか,敬
師の主体性が重要であると同時に,様々な方向性
が考えられる｡
また,外国語活動の授業-の体験以外の活動の
必要性を感じた｡ 新学習指導要領において,コミ
ュニケーション能力の素地は ｢外国語を通じて｣
行うよう明記されている｡しかし,"体験する"だ
けで,語 や文化-の理解,コミュニケーション
-の積極的態度,外国語の音声や表現の慣れ親し
みの三つの柱を踏まえた活動になっているかにつ
いての疑問がある｡特に,言語や文化-の理解に
関しての配慮が実践の中に含まれているか,検討
の必要を感じた.単純に語 や文化に角財も,活動
を行うことで,子どもの "理解"は得られるのだ
ろうか｡ この "理解"を得るための活動が仕組ま
れにくい現状があるように感じる｡児童に外国語
を通じた体験をさせることが前提であるが,理解
するためには,その体験を通して児童が何を感じ
たか,振り返る場面を用意する必要がある｡
活動が学習とならないことは,他教科への活用
場面の少なさにも繋がると考える｡他教科は,児
童に対して身につけさせたい指導内容が明確であ
る｡これに対し,外国語活動は児童の内面の成長
のみをねらうものであるため,学習指導要領にも
具体的な内容は示されていない｡外国語活動にも
学びがなければ,他教科での学習に活かすことは
難しいだろう｡教師が学びのある外国語活動を行
いやすくするために,思考を補助するものとして
日本語を使うことが,教師の英語力によっては大
切であると考える｡
さらに,児童によっては文字や文法も興味の対
象になる｡この事実は,体験以外の活動を仕組む
きっかけとなりうる｡アンケート調査では,児童
が中学校英語に期待する活動として非常に高い期
待度を示していたものが書くことである｡実践に
おいても,色を英語で黒板に表記した際,積極的
にワー クシートに書き写す姿があった｡感想カー
ドからは,チャンツを行った際に触れた単数形と
複数形の違いに興味を示す児童がいることがわか
った｡中学校英語の学習内容の前倒しをする必要
はないが,児童の文字や文法-の興味に応じて触
れることで,中学校以降の本格的な文字や文法-
の導入の際,抵拘盛が薄くなる可能性が考えられ
る｡
4 今後の実践に向けて
外国語活動における中･高の外国語科との一番
の違いは,児童の能力や知識の向上を重視しない
ことにあると考える｡小学校という教育体制を考
えれば,様々な教科に通じて指導が行われること
が望ましいことは,学習指導要領にも明記されて
いる通りである｡しかし,英語ノートには指導の
手がかりが多種多様に盛り込まれている分,精選
していくことが非常に難しい｡だからこそ,異文
化を体験するだけでなく,児童が考える授業づく
りをしていきたい｡また,そういった面からのア
プロー チも踏まえ,主体的に外国語活動に取り組
み続けていきたい｡
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